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 前号で、令和６年度の目指す子どもの姿を２月号でお知らせする予定です、とお伝えしました。全教

職員で協議し、次年度の目指す子どもの姿（重点教育目標）を「気付き、築く子」と設定しました。 

【「気付き、築く子ども」の根拠となる保護者のみなさまの想い（学校評価 保護者アンケートから）】      

・友達や周りの人への優しさ、自分自身も大切にできる心の成長。 

・あきらめないでチャレンジする力。 

・子ども自身が自分と向き合い、自信をもって生活してほしい。 

・何か問題が起きても、自分たちで解決する力。 

【「気付き、築く子ども」に込める学校の想い（学校評価：保護者アンケートから）】              

 ・望ましい人間関係の形成を図ることは学校としての役割である。ただし、単に“仲良くしなさい”

とかコミュニケーション能力の育成を図ることではない。まずは、一人一人の心の安定が不可欠で

あり、その土台があっての他者理解や人間関係形成を大事にしていく。 

 ・人間関係形成のためには、互いに他者を受け入れる必要がある。そのために、子どもたち同士で課

題を解決する場を意図的・計画的に設定する必要がある。 

【「気付き、築く子ども」の価値を補完する概念】                          

（１） 自分と向き合う力（気付く子）…特に力を入れたいところ 

①ありのままの自分を受け入れる（自己認識の力）。→そこから、心の安定を図る。 

②場の状況を把握する（環境把握の力）。→今、どういう状況で何をすればよいのか考える。 

（２） 自分を高める力（築く子） 

   ①目標や課題を設定でき、課題を乗り越える。→粘り強く取り組む。諦めない。 

（３） 他者とつながる（築く子） 

   ①相手の存在を受け入れ、違いを認める（受け入れるとは我慢することではない）。 

    →自分を知ることで、相手の考えなどに興味をもつ。また、相手があることで自分にかえる。 

   ②自分の思いを伝える、その伝え方。態度の出し方。 

    ・言葉で自分の気持ちを伝える。感情をため込まず、相手にわかってもらうことで自分の心の

安定も図る。 

【「気付き、築く子ども」を育てていくために、学校として取り組むこと】               

 ・授業を中心に置き、環境を整える。活動の目標を明確にし、子どもと教師で共通イメージをもつ。 

 ・子どもたちに考える時間を確保する。ただ考えさせるのではなく、視点をもたせる。   など 

併せて、保護者のみなさま、地域のみなさまと教育活動の意図や子どもたちの成長・よさ（価値観）

を共有できるか、全教職員が総力をあげて熟議しているところです。学校と家庭での役割の違い、それ

ぞれで見せる子どもの姿の違いを認めながら、子どもたちの成長を中心に据え、それぞれでできること

をどう共有していくかを大事にしていきたいと思いますので、ご支援・ご協力をお願いいたします。 

教育目標：人間性豊かな児童の育成 

令和６年２月２６日発行 

文責：校長 佐藤 進也 



 

【冬と「関わり合える」・冬を愉しむ（スキー学習）】 

 １月３０日（火）からスキー学習がスタートしました。今

年度は天候に恵まれ、絶好のスキー体験ができました。年３

回の学習ですが、雪国のスポーツに親しんでほしいという願

いもあります。 

スキーの着脱、スキーのコントロールは子どもによっては

難しいことかもしれませんが、滑ることができたときの爽快

感は言葉で表現できないくらい楽しい気持ちにもなります。

その子なりの技術の向上を目指せるよう、また、よりスキー

に親しめるよう、指導・支援をしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学びを止めない（臨時休業におけるオンライン授業）】 

２月８日（木）と９日（金）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、臨時休業としました。

保護者のみなさまには様々な形でご対応いただきありがとうございました。 

この２日間は子どもたちが持ち帰っている一人一台端末（chromebook）を活用したオンライン授

業を行いました。初の試みでもありますし子どもの実態に応じた取組でしたので、普段取り組んで

いる内容や時間ではありませんでしたが、休業中の子どもたちの様子を把握することもできました

（体調不良の子など、参加を必須としていませんので、無理のない範囲で行いました）。 

 

学校だよりだけでは伝えきれ

ない日常の教育活動の様子を学

校ＨＰで紹介していますので、

ぜひご覧ください。 

３月の主な行事予定 

３月１日（金）全校朝会、参観日 

３月６日（水）６年生を送る会 

３月８日（金）新年度計画会議 

３月１８日（月）～大掃除週間 

３月２２日（金）卒業式 

        修了式・離任式 

※ノーチャイムデーは下校時刻が変わりますの

で、学級通信で確認ください。 

【情報共有…スキーのビンディング（金具）の開放数値の調節について】 

スキーの準備時期になると、学級通信で「スキーのビンディング（金具）は学校で調節することはできませんので、

各家庭でお願いします。」という趣旨のお知らせをしています。改めてその理由について共有させていただきます。

現在は、ビンディングの解放数値の設定（調整作業）は、「加工」という概念にあたり、PL法（製造物責任）の対象

になります。そのため、調整作業に不備があり、その不備に起因して事故が起こった場合は、調整作業を行った人に

その責任が生じます。つまり、先生や指導者が、子どものビンディング開放数値の調整をし、そのことが原因でケガ

をした場合、その責任が問われるということになります。ですから、ビンディングの開放数値の調整は、調整の資格

（認定整備技術者）を持つ人がいるスポーツ店で行うことが必要になります。もしくは、保護者の責任で行ってもら

うことになります。以上の理由から調整ができませんので、今後もご理解いただきますようお願いいたします。 
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